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vol.22「古写真」から見る平戸の記憶遺産
文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

風待ちの港「田助港」

昭和初期の田助港

現在の田助港

平戸図書館

10日（日）・17日（日）・24日（日） 
午後２時～

13日（水）　午前10時30分～

16日（土）・28日（木）　午後２時～

23日（土） 午後７時～

毎週土曜日　午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『アイネクライネナハトムジーク』（邦画:119分)

ライブラリーコンサート（平戸図書館）　　　
■今月の出演は、門屋尚山氏と竹友会の皆さんと、Ｓ
ＨＯＪＩ＆ＳＡＥさんによるコンサートです。（予定）

おはなし会　（ふれあいセンター児童室）
※随時変更することがあります。

永田記念図書館

『渋沢栄一』

まんが／伊藤　砂務
出版社／集英社

『eスポーツはじめて事典３』
出版社／文溪堂

『女のお悩み動物園』

著／ジェーン・スー
出版社／小学館

『１００さいの森』

著／松岡　達英
出版社／講談社

『材料2つから作れる！
　魔法のてぬきおやつ』
著／てぬキッチン
出版社／ワニブックス

今年の大河ドラマの主人公とし
て、新一万円札の顔として注目
されている「渋沢栄一」。幕末
から明治にかけて激動の時代を
生き抜いた渋沢栄一の生涯を漫
画で紹介した１冊です。

eスポーツは、“エレクトロ
ニック・スポーツ”の略で、
電子機器を用いて行う娯楽、
競技全般を指す言葉で、ここ
数年で注目を集めています。
この本では、eスポーツの現
状とこれからを知ることがで
きます。

東京の明治神宮の森はなんと、
100歳！この森が、どうやっ
て作られたか、どんな生き物
たちが暮らしているのか、森
の100年の歴史を見ることが
できる絵本です。

女子に悩みはつきもの！？悩
み多き女性の特徴と傾向をい
ろいろな動物たちに例えて紹
介した１冊。真面目に働いて
いれば、悩んで当然！読むだ
けで気持ちが楽になりそうで
す。

材料2つのアイス、焼き時間3
分のクッキー、混ぜてチンす
るだけのケーキ…。YouTube
で話題のてぬき料理研究家て
ぬキッチンが紹介する、少な
い材料で誰でも失敗せずに美
味しく作れるおやつ73品のレ
シピ集です。

『マンガ歎異抄をひらく』
脚本／和田　清人
漫画／太田　寿
出版社／1万年堂出版
哲学者・思想家・文学者をはじめ、多
くの人々に読み継がれている「歎異抄」。
「なぜ、善人よりも悪人が救われるの
か？」理不尽なことが多い世の中で、
仏教を学び、成長していゆく若者たち
の姿を描きながら「歎異抄」の教えを
明らかにした劇場版アニメをマンガ化
し、わかりやすく紹介している1冊です。

今月の休館日　平戸図書館：１日（金）～３日（日）、蔵書点検　1月26日（火）～ 2月４日（木）
　　　　　　　永田記念図書館：１日（金）～３日（日）・5日(火）・12日(火)・19日(火)・26日(火)・31日（日）

図書館ホームページ

http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202

まち協だより 地域で頑張るまちづくり運営協議会の活動を毎月紹介Vol.2

　田平まちづくり協議会では、環境美化と健康
増進を目的に２カ月に１回、「歩きながらごみ拾
おうかい」を実施しています。これまでに19回開
催し、延べ650人以上が参加しました。
　当初は、参加人数が少なく、継続が危ぶまれ
ましたが、回数を重ねるにつれ認知度が高まり、
今では地元団体からの参加もあります。まち協
の活動が少しずつ田平町に浸透していると感じ
ています。
　現在は、活動ポイントが貯まると、地元道の
駅でお買い物ができる券を配布したり、まち協
オリジナルマフラータオルなども配布しています。
田平町内はもちろん、町外からの参加もお待ち
しています。
　田平まちづくり協議会は、これからも「住み続
けたいふるさと田平」を目指し活動していきます。

上_第17回開催の様子。中
瀬草原にてドローンで撮影し
た１枚。
右_子どもから大人まで道路
わきの小さなごみまで拾う。
軍手・ごみバサミ・ごみ袋
が三種の神器。

地域を美しく『歩きながらごみ拾おうかい』 田平まちづくり協議会　☎29-9008

　田助港は、江戸時代から昭和初期まで風待ち・潮
待ちの港として栄え、船宿や遊郭が建ち並ぶ賑やか
な港でした。海沿いには年間を通して寄港する多くの
船を待ち受ける宿などが並んでいました。船が港に入
ると、周辺の農村からは、船を目当てに薪や炭を売り
に来て賑わいを見せていたといいます。
　船は、宿の庭先にアユミ（大きな板）を渡して直接
出入りをしたため、宿は庭を海に向けて広くとり、石
造りの階段がそのまま海に伸びていました。宿は、主
人の出身地を屋号にしたところが多く、肥後屋、薩摩
屋のほか、瀬戸内とのつながりをうかがわせる神戸屋、
明石家、播磨屋といった名が並んでいました。
　無形民俗文化財である田助ハイヤ節は、船宿に泊
まった人たちが、太鼓や三味線を使い、即興で演奏
し歌ったものが始まりと言われています。

Hirado City Public Relations,2021.１17


